
「今和泉小学校の棒踊り等伝承活動の取組」 

１．学校名 指宿市立今和泉小学校 

２．学年・人数 ５年生 １４人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

 それぞれの地区の公民館で７月中旬から９月ごろまで練習をする。 

⑵ 発表の日時・場所 

  運動会オープニングセレモニーにて披露・今和泉地区文化祭にて披露 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名称 

・ チョイノチョイ ・岩本
いわもと

棒踊
ぼうおど

り ・新西方
しんにしかた

棒踊
ぼうおど

り 

⑵ 由来 

  チョイノチョイ（瀬崎・小牧地区） 

第１７代当主の島津義弘が，文禄の役と，慶長の役に参戦した際，無事

に凱旋した祝いとして踊られたといわれている。 

  岩本棒踊り（岩本地区） 

江戸時代，第21代島津家当主の子，因旛三郎忠郷が病弱だったため，

領主を慰めるために踊った。 

  新西方棒踊り（新西方地区） 

田植え前後の豊作祈願であったが，その後，神社の祭りや諸行事で踊

られるようになった。 

⑶ 構成等 

  チョイノチョイ・・・ ２人１組の前後２列で踊る。 

  岩本棒踊り・・・ 三尺棒と六尺棒の２種類を使って踊る。 

  新西方棒踊り・・・ 六尺棒と三尺棒を持った６人が１組となり，前後

左右に入れ替わりながら，棒を打ち合う。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

それぞれの地域の保存会が中心となって練習等を計画し，活動している。

学校では，保存会の方に講師として来校していただき，５年生の総合的な学

習の時間に地域の郷土芸能の学習として位置付けている。保存会の方に由来

や道具の意味，踊りを続ける意義など教えていただき，壁新聞にまとめた。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

児童・・・ 棒踊りの歴史や昔から行われてきたことや今も受け継がれてい

ることに気付けた。 

教職員・・・ 普段から各地区の踊りに関わっている子供もいるようで，伝

統の踊りを受け継いでいく気概を感じた。 

保存会・・・ 昔から伝わってきた踊りは地域の人たちにとって大切なもの

だから，これから先もずっと受け継いでいってほしい。 

 総合的な学習の時間の様子    運動会 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


